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1　は　じ　め　に

垂回帰式は．従来から作物の生育モデル作成に活用され

てきたが，様々なH的変数に対して予測式を作成する場合．

気象・栽培データの集計に多くの時間と労力を要した。そ

のため，データベース化された気象・作況試験データをも

とに，l三要品種の生育ステージや生育星の電回帰式を作成

するシステムを開発したので，その内零を報告する。

2　システムの特徴

システムは，①個々の目的変数に対してあらかじめ設定

されている説明変数群（30～60程度）から説明変数を任意

に組合せて竜回帰式を作成するプログラム，②あらかじめ

決められた数の説明変数を無作為に組合せて劇回帰式を作

成するプログラム，③作成された虚回帰式をもとに生育予

測を行うプログラムから構成されている。

垂回帰式で‾開ける対象項口は，最高分げっ期・幼穂形

成期・出穂期の隼育ステージと成熟期を含めた各ステージ

における主な生育量（草丈．茎数，葉数，lL薫数，出穂期

の梓良・ポ当棟数，成熟期のポ当玄米垂・玄米千拉重・習

熟歩合等）である。

Cr。SS＿Validation法（以下CR）を利用して予測誤差

を計算し－作成された垂回帰式の予測精度が確認できる。

気象データと作況試験の調鍾データは，データファイル

として独立に管理され，新い、年次のデータがファイルに

追加される暖に－年毎に新い、利回帰式が作成できる。

3　プログラムの構造

（1）重ld帰式の什尉乍成プログラム

本プログラムの操作は．最初にR的変数と説明変数のデー

タを検索するために，各秤のパラメータを設定する。

説明変数は，対象とするH的変数に応じて，作況試験デー

タ（草丈，茎数，英数等とその2乗値）及び名取脚場の揖

象データ（任意期間の最高・最低・平均気温，ll較差，日

照時間とその2乗値）から構成されている。

対象品秤は宮城県農業センターが行っている作況試験の

巾から－トに10年以1二のデータの蓄積のある品樺を対象とす

る。気象と作況データの対象期間は概ね10－15年の範囲で

指定する。次に作況と気象のデータファイルから指定され

たデータを検索して，各日的変数に対して用意されている

30－60程度の説明変数群から，3～5個の説明変数を選択

して垂回帰分析を子ト、，精度の．高い重回帰式の缶稚係数

（決定係数，定数，回帰係数1日的・説明変数名等）をファ

イルへ保／fする。

（2）東回帰式の自動作成プログラム

図1は垂回帰式のn動作成プログラムの概要凶である0
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図1　垂回帰モデルの自動作成手順の概要図
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用意されている説明変数群から，3－5個の説明変数の組

合せを作り．順次㈲回痛分析を行う。更に計算された市卜‾・1

帰式の小から決定係数の高いIl蜘こ卜件数僻を選抜して，そ

れぞれの重回帰式の各種係数等をファイルへ保〟する。

（31／1三百千測プログラム

重l叶隠式の各挿係数等を保存したファイルから任意の式

を選択し，説明変数に牡育崩や歳象のデータを当てはめて

予測を行う。この場合，1－3項目の説明変数に刻みを付

した11ランクのデータを当てはめ，予測肺を1－3次の表

形式で出力できる。

4　重回帰式の作成例

表1は，Lj己プログラムで作成された重l・1闇式の一例で

ある。表2は，ポ、■1玄米軋引】的変数として作成された屯

卜・㈲式（鹿1の⑧式）について，CRを併川しなかった場

合と併川した場合の省年次別の川り伯と用け誤差の計算結

果であり，前者の用はミ差の標準偏差は13．79であるが，

後芹の計算結果は21．25であった。

これは，・艇の重回帰分析はr測式を作成したデータの

中の、－1該咋次のデータも含まれるため．常に予測誤差を過

小に評価しており，・方CRを併用した場合は，当該年次

のデータを除いた他の年次のデータによって作成された屯

lnI帰式から，当該年次のr測偵及びr測誤差を計算してい

るため誤差が人きくなるためである。

表1　システムデ作成された電l可婦式の例（ササニシキ・稚苗）
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裏2　Cross－VaHdation法による予測誤差の例
（表1の⑧の重座1柑式）

11的指数：ポ当玄米垂，重相関係数：0．9772
決定数：0．9549　決定係数（l川渡凋骸済み）：0．9368

．
‥
‥
い
り
　
浩
い
い
．
∴
　
∴
∴
－
‥
．
－
．

十
∴
二
言
け
仁
∵

鵬

‥

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

t

2

3

4

5

■

．

．

．

■

．

■

．

．

一

．

一

一

一

．

一

、

サ削ぷ差の虎猫餌差

ll　刑　偵　】測誤差

431．78klミ　　　17．22

49【）．96　　　　－日．96

537．95　　　　　13．05

556．的　　　　　1．12
443．53　　　　　　5．47

439，47　　　　－　9．47

426．31　　　－　8．3】

430．69　　　　　　5．31

539，79　　　　－　9，79

584．53　　　　－25．53

466．29　　　　　日．71

487．27　　　　－　3．27

365．80　　　　－　4．80

457．01　　　－　6．01

569．75　　　　　28．25

13．79

r測低（CR）「剰誤よそ（CR）

424．85　　　　　　24．15

514．26　　　　　－38．26

530．16　　　　　　　20．郎

556．62　　　　　　　】．繋
439．80　　　　　　　9．20

466．42　　　　　－36．42

428．07　　　　　－10．07

426．48　　　　　　　9，52

541．66　　　　　－日＿66

鎖）0．67　　　　　－41．67

464．05　　　　　　13．95

487．77　　　　　－　3＿77
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このことから本システムでは．重回帰分析にCRを併川

していることによって．現実に即した精度の検証が可能で

32

ある。

5　お　わ　り　に

このシステムを使用することによって，水稲の生育モデ

ルとしてlfい、精度の重桓1帰式が容易に作成されるが，CR

による予測誤差の計算から，n由庇調整済みの決定係数で

概ね0．9以卜の精度が必要であると考えられる。

作成されたま帥一服式は∴宮城県農業センターの圃場で観

測された気象データを使用しているため，この垂回帰式を

他の地域へ適川する場合，詳細な検討が必要である。

アメダスの気象データやメッシュ気候値を使川した場合

のf測精度の検証は，今後の課題である。
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